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メモワーノレから新し、叶、説へ

一一一小説家 Mmede Lefayetteの近代性一一

士
口 田 紀 子

17世紀貴族社会において一世を風廃したロマネスク小説は1660-80のわずか

20年の聞に一気に衰退の途をたどる。小説はとの危機の時代を乗り越えて心理

分析を中心とした近代小説に生まれかわるのであるが， ロマネスク小説の時

代錯誤，楽天的な英雄主義に飽き足らなくなった読者の趣味の変化がその陰

にあったととは言うまでもない。 乙の小説ジャンノレ変革の旗手とも言うべき

Segraisは，物事を「あるべき姿」 comme(les choses) doivent etreで描く

小説 romanに対立するものとして，歴史から取材した，物事を「あるがまま

の姿」 comme(les choses) sontで語る短編小説 nouvelleを主張する。こ

れを現実主義への接近と言うことができょう。ではなぜ乙の時期のレアリスム

が後世のいわゆる写実主義のように自然や外界に対するものでなく，心理的レ

アリスムという形をとったのであろうか。

M-Th. Hippはこの小説の危機の時代を神話 mytheから現実 realiteへ

の時代精神の変化としてとらえ，この時期の証言として小説と共にメモワーノレ

memoires に着目するが，それだけでなくメモワーノレを旧い小説と新しい小説

を媒介するものと考える：

C’est au romanesque ancien ... que les memoires empruntent leur 

etique et leurs mythes: cependant ils annoncent aussi un nouveau mode 

de sensibilite, lie a la description du monde interieur de l'individu; 
des lors les moindres faits de la vie personnelle, 1’etat d’esprit intime 

apparaissent dans la structure des memoires comme des circonstances 

et des evenements infiniment importants, car l'auteur est a lui seul tout 
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un monde. Par cet aspect les memoires contribuent a preparer l'av釦e-

ment d’un roman nouveau qui apparaitra a la fin du XVIIe si色cle.i) 

メモワール作家達は，小説の英雄のように生きることを望みながら叶わなかっ

た自分の過去をせめて小説的世界， 即ち神話の中で再編成しようとする。と

同時に個人の内面生活を描き，己の自我を観察し，それに特権的価値を与える

乙とを目的としているのである。貴族であるメモワーノレ作家達の属する生活態

が，社交の名のもとに宿命的に二重性を担わされたものであるから，彼らの関

心がこの世界での人関心理のメカニズムに向けられたのは全く自然であった。

そしてこのメモワーノレと同じ土壌から生み出された， Mmede Lafayette に

代表される新しい小説が，同様に内的レアリスムを追求するものであったこと

も理解されよう。

さてこの新しい心理小説の傑作と見倣される laPrincesse de Clevesが作

者自身によっては「メモワーノレ」と定義されたことはよく知られている：

... Et surtout, ce que j'y trouve, c’est une parfaite imitation du 

monde de la cour et de la mani色redont on y vit... aussi n’est-ce 

Pas un roman; c’est Pro1りrementdes memoires et c’etai t, a ce que l’on 
m’a dit, le titre du livre, mais on l’a change. 2) 

乙の言葉は laPrincesse de Clevesが「宮廷社会」を忠実に写し出した，完

全なる realiteを備えた作品であるという作者の自負に他ならない。しかしメ

モワールが心理分析という新しい小説技法を準備したものであるとするなら，

この定義中の「メモワーノレ」なる語がさらに重味を増し， laPrincesse de 

Cleves l乙先立って著されたメモワーノレ Vz"ede la Princese d' Angleterreの

存在が浮かび上がってくるだろう。

一貫して小説的ジャンノレを手懸けてきた Mmede Lafayette にとってこの新

しい文学体験はいかなる意味を持ったのであろうか。乙の視点から作品を検討

する乙とによって，彼女を心理分析に向かわせたものを知り，ひいては近代小

説家Mmede Lafayette形成の過程を探るととができるのではないだろうか。
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メモワールから新しい小説へ（吉田〉

I 

1654年，後の Lafayette伯爵夫人， Marie-Madeleinede la Vergneは

Chaillot修道院で亡命中の英国王女 Henrietteと出会う。彼女はこの遊遁を

メモワーノレの序文で次のように回想している：

J’epousay son frere: quelques annees avant le mariage j'allois 

souvent dans son couvent: j’y vi t la jeune princesse d’Angleterre dont 

l’esprit et le merite me charmoit. Cette conoiscence me donna l’honneur 

de la familialite; en sorte que, quand elle fut mariee, j’eus touttes les 

entrees ches elle; et quoyque je fusse plus agee de dix ans, elle me 

temoigna jusqu'a la mort beaucoup de goust et de bonte. 

(Vie, pp. 2-33)) 

結婚によって LouisXIVの義妹となった Henrietteが伝記の執筆を思い立

った時，信頼できる旧友であり，すでに laPrincesse de Montpensierの作者

として文名を馳せていた Mmede Lafayette に白羽の矢を当てたのは当然で

あった。自身ζの作品の愛読者であった Henrietteは小説家 Mmede Lafa-

yette にとう提案する：

Ne trouves-vous pas (dit-elle) que si tout ce qui m’est arrive et 

les choses qui y ont relation estoient escrittes, cela composeroit une 

jolie histoire? Yous escriYes bien (adjoutat-elle), escriYes, je Yous 

fourniray de bons memoires. (Vie, p. 3) 

こうして Mmede Lafayetteの前に提出された題材から彼女は二つの対象

を引き出す一一10数年間の恋をめぐる一人の女の内面のドラマと彼女の属して

いる宮廷という社会，この二つの対象を持つメモワ －）レは，従って sentiaと

acta•）の二つの側面を備えていると言えよう。ととろで後者は Henriette の

内面生活に影響を及ぼすが故に語られるのだから，二つは切り離されるべきも

のではない。しかし，新しい小説の成立におけるメモワーノレ体験の意義を明ら

かにするという本論の目的のためには，二つの側面を別個に論じてゆくのが適
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当と思われる。

宮廷社会を対象とする場合， Mmede Lafayetteは冷静な観察者としての

姿勢を崩さず，忠実に，徒らに美化するととなく LouisXIV治世初期の宮廷

風俗を描き出そうとする。「Henrietted' Angleterreの生涯」と冠しながら，

作品の%がイントロダクションとして乙の社会の精神風土を描くのに費やされ

ていることに注目すべきである。そしてとの導入部の検討は考察すべき題材に

対する彼女の姿勢を明らかにしてくれよう。

Mme de Lafayetteは時代の転換期を象徴する Mazarinの死から筆を起

乙す。若き国王を中心として宮廷全体が大きな渦を描きながら動き始める。乙

の宮廷を動かす原動力は政治的野心と恋愛，即ち ambitionと galanterieで

ある。

.. ainsi beaucoup de gens esperoient quelque part dans les affaires 

et beaucoup de dames, par des raisons a peu pres semblables, espero-
ient beaucoup de part dans les bonnes graces du Roy. (Vie, p. 8) 

actaを対象としながら， 歴史的事実を羅列するのでなく， 常に恋愛を研究対

象としていた著者らしく，導入部から政治と色恋の隠れたつながりを露わにし

て見せるなど一つの明確な態度を示している。つまり著者が乙乙で試みるのは

むしろ宮廷社会という鏡花映し出される恋愛の種々相を描く乙となのである。

歓楽の場たる宮廷の主人達にとっては，恋は暇つぶしのスポーツのようなも

の，彼らの自己愛 amour-propreを満足させるのが唯一の存在理由である。

が，宮廷人にとってはこの恋も野心達成の手段となる。メモワールの中で語ら

れる数々の恋のエピソードが冒頭の著者の観察を一つ一つ補強する礎となるの

である。例えば Henrietteの生涯に暗い影を落とす乙とになる Vardesを

Mme de Lafayetteは乙う見ている：

Vardes, qui pour lors etoit entierement dans la confidence de 

Madame, qui la voyoit fort aymable et pleine d’esprit, soit par un 
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メモワーjレから新しい小説へ（吉田〉

sentiment d’amour, soitρar un setiment d’intrigue et d’ambition, voul u t 

estre seul maitre de son esprit. (Vie, p. 56) 

彼は己の利益のためには何事も厭わない一一裏切，スパイ行為，密告，そして

女の心を弄ぶとと，彼乙そは権力者の寵を獲得しようと躍起になっている廷臣

の典型である。また唯一人の純心なる恋人 LaValli色町を舞台に引っ張り出し

たのは王宮のスキャンダル封じのための苦肉の策，さらに彼女は一刻の幸せの

後，野心満々の他の寵姫によって退場を余儀なくされる。彼女は常に他人のエ

ゴと思惑に翻弄される犠牲者なのだ。乙の快楽と野心の摺塙の中で恋愛は純粋

な感情ではありえない。それ故もたらされる不幸の諸相を Mmede Lafayette 

は書き留めるのである。

宮廷描写を目的としたメモワーノレのとの側面は Mmede Lafayetteの恋愛

観の形成に大きな役割を果たしたと言える。彼女はごく若い頃から恋愛に対す

る不信感を抱いていた。 19歳の時，彼女は師の Menageにとう書き送ってい

る：

J e suis persuadee que l’amour est une chose incommode que j’ai 

de・ la joie que mes amis et moi en soyons exempts. s) 

さらに彼女が初めて創作に手を染めた時， Segrais等の主張に従って歴史短編

小説 nouvellehistoriqueを選んだのは長編のロマネスク小説に描かれたプレ

ッシューズ好みのオプティミストな恋愛観に対する不満のためであった。彼女

はその laPrincesse de Montρensierの冒頭でいきなり恋を戦争に警えている：

Pendant que la guerre civile dechirait la France sous le r色gnede 

Charles IX, l'Amour ne laissait pas de trouver sa place parmi tant de 

desordres et d’en causer beaucoup dans son Empire.め

と乙で描かれる恋は人間の理性の及ばない情熱 passionとしてあらわれるが，

全ての価値観を根乙そぎにする一種狂暴なその力を戦争に象徴させたのだ。恋

を徳 vertuとするプレッシューズ達と対立して，不幸をもたらすものと定義

した Mmede Lafayetteも，しかしながらヒロインの不幸の源を利害結婚へ
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の不信，男性不信という極めてプレッシューズ的思想に求めねばならなかっ

た。彼女のペシミスムが不安定な，彼女の中で未だ明確な形をとっていない直

感的ペシミスムとでも言うべきものであったからである。乙の laPrincesse 

de M ontpensierで予感された恋愛不信は， 自分自身の眼で見，メモワーノレに

写し出した諸光景によって確認される。つまり直感的ペシミスムがとの宮廷社

会を対象としたメモワーノレ体験によって事実に裏付けられた経験的ペシミスム

になったのである。

もう一つの，そしてより重要な対象は Henrietted' Angleterreの「生涯」

である。そもそも自分の生涯を書き残そうとするメモワーノレ作家の意図は何で

あろうか。 Hippは「復讐」 revancheであると定義する札一一己を受け入れ

てくれなかった過去に対する，己の価値を認めてくれなかった世の人々に対す

る仕返しなのだ。メモワーJレ作家が考えるのは自己の正当化であり，読者の共

感を求める乙とであり，執筆はそうありたいと望んでいながらなれなかった自

分にやっと「なれる」手段なのである。

Henrietteは小説家 Mmede Lafayette lζ 「美しい物語June jolie histoire 

を書くように依頼した。言い換えれば，自らがヒロインの小説を書いてもらう

乙と，小説世界の中で自分の過去を再体験する乙とを望んだのである。乙の希

望を入れた Mmede Lafayetteは Henrietteによって語られる事実，あるい

は彼女自身が居合わせた事件等を年代順に述べる乙とはせず，かつてヴァロア

期の歴史や年代記から一つの小説宇宙を作り出したように，乙れら雑多な生の

題材を統ーを持った一個のドラマに仕立て上げる。そしてそ乙に我々は実在の

人物を扱うが故と言うにはあまりにロマネスク的な配慮を見ることになる。

長いイントロダクションで巧みに舞台となる宮廷の精神風土を用意した中に

著者は最も輝かしい存在としての Henrietted' Angleterreを出現させるo

Mme de Lafayette による彼女のポノレトレを読んでみよう：

Me la pricesse d’Angleterre avoit un souverain degre de beaute; 
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メモワーノレから新しい小説へ（吉田）

ce qu’on appelle les graces et les charmes etoient repandus en toute 

sa personne, dans ses actions et dans son esprit, et jamais princesse 

n’a este si egalement capable de se faire aymer des femmes et de se 

faire adorer des hommes. (Vie, p. 25) 

「Mazarin枢機卿死後の宮廷の状態をよく理解していただくために」と断って

著者が挿入した当時の政治家，美女達のポノレトレに見られる痛烈な筆さばきは

乙乙では姿をひそめている。「実はせむしだった云々」のと伝えられる Henriette

k彼女は美貌，機知，豊かな感受性，知性等あらゆるロマネスク的美点を与え

る。さらに Henrietteが最初にフランス宮廷と接触を持ったはずの亡命中の

みじめな子供時代9）からではなく，英国の王政復古，フランス王弟との結婚と

いう彼女の生涯でも最も輝かしい瞬間から筆を起乙すところに後に続く生活と

の対比の中で乙の華麗なる登場を印象付けようという作家の意図が窺える。

社交界での成功，夫の性格的欠陥から予想される結婚生活の破綻，国王との

気紛れな恋愛， スキャンダノレ，王の新しい恋人 LaValliereの出現と矢継早

ゃに Henrietteの身辺を騒がす事件を語りながら， Mmede Lafayetteは乙

の王弟妃をどのように見ていたのであろうか。

Madame vit avec quelque chagrin que le Roy s’attachoit verita-

blement a La Valli色re;ce n’est peut estre pas qu'elle eut ce qu’on 

pourroit appeller jalousie, mais elle eut este bien aise qu'il n’eut point 
eu de veritable passion et qu'il eut conserve pour elle une sorte d’atta-

chement qui, sans avoir la violance de l'amour, en eut la complaisance 

et l'agrement. (Vie, p. 36) 

La Rochefoucauldの鋭い観察を思い出させる分析である：

Les femmes croient souvent aimer, encore qu'elles n'aiment pas: 

l’occupation d’une intrigue, !'emotion d’esprit que donne la galanterie, 

la peinte naturelle au plaisir d’etre aimees et la peine de refuser, leur 

persuadent qu'elles ont de la passion, lorsqu’elles n’ont que de la 

coquetterie. io) 
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メモワーノレの執筆された時期11）にはすでに， 乙の文学史上名高い二人の交際は

始まっていた。乙の老モラリストの指導のもと，彼女は仮面の下に隠された人

間の心を観察し，当事者にとっても漠として混乱した感情を分析する術を身に

つけたようだ。実在の人であるが故に登場人物の内面に深く入り込む乙とはし

ないが，彼女の眼は人の心を透視し正確に写し出そうとする。との Mmede 

Lafayetteの眼でとらえられた Henrietteとはいつも他人から尊敬され，賛

美されるととを必要とするタイプの人間であり，他人に及ぼす自分の力（権力

であれ魅力であれ〉を絶えず確信させてもらわねばならない人間である。恋は

そういった証しを与えてくれるものであり，従って彼女が恋愛に求めるのは情

熱の激しさではなく「満足Jcomplaisanceと「楽しみJagrementなのであ

る。日enrietteにとって恋とは幸福を確認する手段であったのだ。

乙の人物像を前提lとすれば，王と Guiche,Guicheと Vardesの間を絶え

ず揺れ動く彼女の心理は自と理解されてくる。結婚生活に失望して， Louis

XIVとのスキャンダラスな恋に夢中になる，恋人の心変わりで初めての挫折

を味わった時，自分の魅力の虜となった Guicheの危険な情熱を大して考えも

せずに受け入れる，そして恋人と心を打明けるべき侍女を奪われた孤独の中で

策謀家 Vardesの誘惑に易々と掛ってしまう。 Henrietteは何よりも孤独を

恐れたのだ。

乙れら三幕の恋のエピソードを経てドラマは一気に， Mmede Lafayette 

の手で周到に準備された終局へと向かう。舞台には，あるいは裏切られ，ある

いは奪われて全ての恋を失った， 全ての幸福追求の試みに破れた Henriette

が一人残される。彼女は乙の精神的危機をいかに乗り切るか，乙の混乱をどう

解決し，新しい秩序を確立するのか，最終幕の，そしてメモワーノレ全体の主要

テーマが乙乙にある。

la relation de la martの冒頭で語られる英国訪問で，見事に外交特使とし

ての役割を果たした Henrietteに，我々はその人格の完成を見る：

... elle avoit entre les mains un traitte d’ou dependoit le sort 
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メモワーノレから新しい小説へ（吉田）

d’une partie de l’Europe; et la consideration que donnent les affaires 

se joignant en elle avec les agremens que donnent la jeunesse et la 

beaute, il y avoit un charme et une douceur rependue dans toute 

sa personne, qui luy attiroit une sort d’hommage qui lui devoit 

d’autant plus plaire qu’on le rendoit plus a sa personne qu’a son 
rang. (Vie, p. 96) 

このテキストは前に引用したポノレトレと対をなしており，ほぼ同じ語葉を使用

しているが，社交界の女王に捧げられた賛辞と乙の王弟妃に献ぜられた敬意、の

聞には何と大きな隔たりがあることか。このように相変らず宮廷での輝かしい

存在でありながら， Henrietteは自分を取り巻くとの世界への不信を隠さない：

(Elle me dit) qu'elle etoit si lasse de toutes les personnes qui lui 

l’environnoient qu’elle ne pouvoit plus les souffrir. (Vie, p. 98) 

彼女の行動に目を光らせる者達の中に一人残され，彼女は自分の自由を制限

し，周囲と折り合うことを学ぶ。幸福をあきらめ，孤独を受け入れる乙とで彼

女はあの無秩序から立ち直ったのだ。

恋の，即ち幸福追求の放棄によって Henrietteは社会対個人の車L蝶から逃

れたのであるが，乙れはまた同時に生へのあきらめに結びつく。突然襲った病

の床で Henrietteは決定的に生に背を向けてしまう。 しかし生涯を通じての

友であった Mmede Lafayette によって語られる Henrietted' Angleterre 

の死の情景は，彼女の到達した静逸なる境地を示し，神々しささえ感じさせる

ものである。

Elle luy dit qu’elle connoissoit mieux son mal que les medecins 

et qu'il n’y avoit point de retour; mais elle <lit cela avec la meme 

tranquillite que si elle eut parle d’une chose indifferante. 

(Vie, pp. 105-106) 

Elle ne retourna jamais son esprit du cote de la vie; jamais un 

mot de reflexion sur la cruaute de sa destinee (. .. ) point de question 

aux medecins pour scavoir ぜiletoit impossible de la sauver; point 
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d’ardeur pour les remedes ( ... ) une constance paisible au milieu de 

la certitude de la mort... (Vie, p. 112) 

この作品において Mmede Lafayetteは初めて成長するヒロインを提示し

た。つまり時間の流れの中で人聞をとらえたのだ。 Mmede Montpensier に

せよ Mmede Tende にせよ，初期作品のヒロイン達は恋のもたらす惑乱のさ

なかに放り出されたままであった。彼女達には「死Jという唯一の解決手段し

か残されていなかったのである。 Henrietteは不幸な状態にある乙とと恋の混

乱を秤にかけてみた。そして何物にもかき乱されない不幸の状態の方を選ん

だ。自分の深い存在を脅かす無秩序な心の動きを封じるために一つの選択を行

なったのである。

乙の Henrietteの生涯を対象としたメモワーノレ体験は二つの意義を持つ。

まず一人の女性が精神的危機を経て成長する過程という創作形式を獲得した

こと。第二は隠された人間の内面を観察する眼を養ったことである。後者は

Mme de Lafayette に心理的描写による物語の筋の内面化 interiorisa tion de 

!'actionという新しい次元の表現手段を与えることになる。乙の二つが相まっ

て，もう一つの成果，経験的ペシミスムを土台とした内的レアリスムをめざす

心理小説へと結実してゆくのである。このように laPrincesse de Clevesの

中で明確な形で提出される恋愛観の形成においても， laPrincesse de Cleves 

という小説自体の成立についても，とのメモワーノレ執筆の果たした役割は非常

に大きいものであった。

II 

「どうやら Mmede Lafayette にとって関心をそそられる乙とといえば，

きわめて独特な恋愛観をぼくらに教えようとする乙とだけで，彼女はただそれ

しか目ざさなかったように見えます。恋愛というこの情熱はひとを危険にさら

す，乙れが彼女の特異なる公準なのです。」

.. II me semble que Mme de Lafayette ne vise, rien d’autre ne 
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l’interessant au monde, qu’a nous enseigner une tres particuli色re

conception de l’amour. Son postulat singu日erest que cette passion 

met l'etre en peril. lZ) 

この Camusの印象は全ての Mmede Lafayette研究家が共通して感じるこ

とを簡潔に語ってくれる。彼女はこの独自な公準に従って歴史小説 nouvelle

historique, ロマネスク小説，メモワーノレと様々なジャンノレを試みた。そして

その都度， 「男性対女性」， 「社会対個人Jの図式の中でそのペシミスムを説明

しようと努めたのであるが，乙の文学修業の時代，特にメモワーJレ体験によっ

て次第に人間の心そのものに関心を持つようになったであろうととは前に述べ

た。

さて， laPrincesse de Cleves に見られる恋愛はそれまでの作品の恋愛が負

っていた汚点一一Mmede Lafayetteのペシミスムはその責任を追求するこ

とで不完全ながらも説明されていたのだがーーをできるだけ除いた，殆んど純

粋媒養的な形であらわれる。ここに恋愛という一つの極限状態をかりて，そこ

で裸形にされる人間の本質を深く追求する作家の意図を認めることができるの

ではないか。

と乙ろが作者自身は乙の作品をメモワーノレと呼び， さらに精密ではあるが

Vie de la Princesse d’Angleterreで見せた手法を踏襲している。つまり導

入部で「宮廷社会の完全なる模倣」 uneparfaite imitation du monde de la 

courを試みているのである：

La magnificence et la galanterie n'ont jamais paru en France 

avec tant d’eclat que dans les demi色resannees du regne de Henri 

second. (P. C., p. 241) ia) 

L’ambition et la galanterie etaient l'ame de cette cour, et occupai-

ent egalement les hommes et les femmes. Il y avait tant d’interets 

et tant de cabales diff erentes, et les dames y avaient tant de part que 

l'amour etait toujours mele aux affaires et les affaires a 1’amour. 

(P. C., p. 252) 
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Mme de Lafayetteはまず＜（magnificence｝＞と＜（galan terie ｝＞いうこ語

でこの舞台となる HenriEの宮廷を定義する。「豪審Jと「推びJ，即ち外面

的な輝きと洗練された様式という賛辞は続く一連のポノレトレによって具体化さ

れ，同時に歓楽の場としての宮廷の役割が指示される。しかしながらこの華や

かなみせかけの下には＜（ambition｝＞と＜（galanterie｝＞，「野心」と「色事」

一一乙こでの galanter匂は最初のそれよりも具体的な恋愛遊戯とでも解釈さ

れるべきものであろう一ーが支配し，しかも密接に係わり合っている。とれは

Vie de la Princesse d’Angleterreの世界である。メモワーノレの中に散りば

められていた諸光景が＜（magnificence}>,<(galanterie}>, <(ambition｝＞の

三語に凝縮され，日enriE の宮廷を借りて敷延されているのである。

社会が乙のように二重構造を持つ以上，個人にも二重の生き方が課せられ

る。 Mmede Chartresはこの混沌とした世界に乗り出してゆく娘にとう助言

する。「とこではね， もし表面の乙とで万事を判断していたら，あなたはいつ

も間違ってばかりいるのですよ。そう見えるというのは決して真実でないとい

ってよろしい。」u) <(Si vous jugez sur les apparences en ce lieu-ci, vous 

serez souvent trompee: ce quiρaraU n’est Presque jamais la verite.}> 

(P. C., p. 265) 

ζれはまた裏返せば「決して本当の気持ちをあらわしてはいけないJ「振り当

てられた役割をちゃんと演じなければならないJという社交界の暗黙の約束事

を示している。メモワール作家として宮廷社会を冷徹な眼で観察した結果得た

判断と言えよう。

「宮廷社会とそ乙での生き様の完全なる模倣Jが作者の主張するような第一

目的でないのは明らかであるが， 乙の外的環境は真実らしさ vraisemblance

を与える単なる舞台装置でもなく，人物の感性によって屈折された形で呈示さ

れる。つまり彼らの心理的行為の大きな要因となっているのだ。さらにこのよ

うな環境に生きるには「己を知るとと」即ち自己の心理分析が他者に対する武

器となる。 Mmede Lafayetteは物語の展開する世界と自分の目指す小説と
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の調和を乙乙に見い出したわけである。従って laPrincesse de Cleves l乙メ

モワ －｝レと称するととを辞さない Mmede Lafayetteのメモワーノレ作家的視

点を無視してはこの恋愛心理を見てゆくことはできない。

さて Mmede Cl色vesはそれまでの作品の主人公達と同様，あらゆるロマ

ネスク的美点を与えられた， しかしながら個性のない無人格な存在として登場

する。 M.de Cl色vesとの結婚に何の疑問も抱かず，皇太子妃の友情を獲得し

た彼女の生活は「焦燥も不安も悩みもない」＜（sansimpatience, ni inqui-

etude, ni chagrin)> (P. C., p. 258）ものである。彼女の個性の欠如は完全な

る社会との調和を意味する。この調和が Nemoursと初めて会った時から揺

らぎ始める。物語の真の始まりは乙の時，この舞踏会の場面からである。

Comme elle dansait avec M. de Guise, il se fit un assez grand 

bruit vers la porte de la salle, comme de quelqu’un qui entrait et a 
qui on faisait place. (P. C., p. 261) 

乙の瞬間から Mmede Lafayetteは踊り続けるヒロインに同化してゆく：

Elle se tourna et vit un homme qu’elle crut d’abord ne pouvoir 

etre que M. de Nemours, qui passait par-dessus quelques sieges pour 

arriver ou l’on dansait. Ce prince etait fait d’une sorte qu'il etai t 

difficile de nもtrepas surprise de le voir quand on ne 1’avait jamais. 

(P. C., pp. 261-262) 

読者の視点も次第に Mmede Clevesのそれと重なり，彼女の感じる心の動

き，突然湧き上がった混乱した印象を我物として感ずる。全てが奥方の眼を通

して見られ，彼女の感性の鏡に映し出されたイマージュとして与えられる。読

者は Mmede Clevesの心の中へ知らず導き入れられるのだ。が決定的に

Mme de Cl色vesの内面化が始まるのは，それと知らずに Nemoursに対して

抱いていた恋心を自覚した時であった。

情熱に抵抗しようとする彼女の前には二つの障害がある。一つは外的なも

の，宮廷人としての義務が Nemourslζ会う日常的な機会を避けるのを許さ
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ないこと。さらには好奇心に満ちた周囲に決して自分の感情を見せてはならな

いという試練が課せられ，「極度の緊張状態」の中で自分の心と向かい会う。

そしてもう一つの障害はまさに乙の心にあるのt!.o Mme de Cl色vesの心の動

きをまとめてみよう。

L’APP ARITiqN DE NEMOURS 

-1’admiration de Mme de Cl色ves

<Il fit, en peu de temps, une grande impression dans son 

C缶 ur.)> 

LA DECOUVERTE DE L’AMOUR 

-1’experience de la jalousie. 

<Elle vit alors que les sentiments qu’elle avait pour lui etaient 

ceux que M. de Cleves lui avait tant demandes. )> 

-sa resolution d’avouer ses sentiments a sa mere et de lui demander 
secours. 

LA MORT DE MME DE CHARTRES 

-ses recomandations a sa fille. 
-1’affliction extreme et la defiance de soi-meme. 

-sa resolution de ne pas voir Nemours et de ne pas l’aimer. 

LA DECLARTION DE NEMOURS 

-1’entrevue avec Nemours 

<Elle connut bien qu'elle s’etait trompee lorsqu'elle avait 

cru n’avoir plus que de !'indifference pour M. de Nemours.)> 

<Elle ne se flatta plus de l'esperance de ne le pas aimer; elle 

songea seulement a ne lui en donner jamais aucune marque.)> 

LA DECLARATION INDIRECTE DE MME DE CLEVES 

-le portrait derobe. 
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<( (Elle) retomba dans l’embarras de ne savoir quel parti 

prendre. )> 

LA LETTRE PERDUE 

-le tourment de la jalousie. 

-1' entrevue avec Nemours. 

-le tete-a-tete de Nemours et Mme de Cl色ves.

<(Elle regarda avec etonnement la prodigieuse difference de 

l'etat OU elle etait le soir d’avec celui 0也ellese trouvait alors ... 

Elle ne se reconnaissait plus elle-meme ... )> 

<(Je suis vaincue et surmontee par une inclinat~on qui m’en-

traine malgre moi. Toutes mes resolutions sont inutiles; je pensais 

hier tout ce que je pense aujourd'hui et je fais aujourd’hui tout le 

contraire de ce que je r色solushier. )> 

恋の意識／夫以外の男性に心を寄せることを恥じた彼女の「愛すまい」とい

う決意／ Nemoursの告白に大きな衝撃を受け「愛さないJことの不可能を知

る／「自分の気持ちを見せまい」という決意／図らずも秘めたる恋心を相手に

見せてしまった奥方の絶望一一ここに見るのは laPrincesse de Montpensier 

ですでに提起されていた情熱の進行過程であるが，対男性の観点でとらえられ

るのでなく，情熱に押し、流されそうになる自分自身との葛藤としてあらわれ

る。 G.Pouletはそこに「情熱が心の中で次々にひきおこす体験」 lesexperi-

ences successives que (la passion) cause dans le c田urの過程と「情熱が

精神になさしめる一連の発見」 lesdecouvertes que (la passion) fait faire 

a lespritの過程とを見，乙の二重の進行の各段階において常に心情の動きが

精神の働きに先行するということを指摘している 15）。乙の点を踏まえてもう少

し精密に Mmede Clevesの心理を見てみよう。「情熱が心の中でひきおこす

体験」とは不意打ちに襲ってくる感動であり，「精神のなす発見」は反省と決意

を伴っている乙とが前表により明らかである。 Mmede Clevesの心理はとの

ように感動一発見一反省一決意という極めてメカニックな軌跡を描いて進む。
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このような分析は初期作品には見られない。確かに初期の短編，メモワ －）レに

おいても恋や嫉妬のもたらす不可解な心理状態を見事なメスさばきで解剖して

みせてくれる箇所はある。が，心の動きを生きた，ダイナミックなものとして

時の流れの中で描き，しかも人物達を待ちうける約束の瞬間へ送り届けようと

する姿勢は Mmede Lafayetteの新境地であるといえよう。

と乙ろで反省や分析は常に過去の驚きについてなされるのであるから，その

上に立つ決意は次にまた不意打ちにやってくる新しい経験に対しては何の役に

も立ちはしない。「精神のなす発見」とは未知の新しい感動の認識であると同時

にそれに先立つ決意の失敗，つまり人間の意志の無力さの発見である。心理分

析が常にレトロスペクティデであるが故に，情熱は理性を凌ぐ。ヒロインが情

熱に押し流され，明断な意識を失うにつれ，分析は混乱し，「何を決意すればい

いのかわからない」「自分が自分でわからない」状態に追いやられる。この混乱

の極限でなされたあの告白は意志の産物とはもはや言えない。むしろ理性を封

じ込め，自分を他人の子に委ね，己を導こうとする努力をやめることである。

一一Conduisez-moi,ayez pitie de moi... (P. C., p. 334) 

--Reglez ma conduite; faites que je ne vois personne. C’est tout 

ce que je vous demande. (P. C., p. 339) 

支えと頼んだ夫の死後，彼女は決断を迫られる。 Nemoursの求愛の前に奥

方はいくつかの対立事項を提出する：

--Il n’est que trop veritable que vous etes cause de la mort de M. 

de Cleves; les soup<;ons que lui a donnes votre conduite inconsideree 

lui Ont COU.te la vie, COmme si VOUS la lui aviez otee de VOS propres 

ロiains. (P. C., p. 385) 

一一Maisles hommes conservent-ils de la passioロ dansces engage-

ments eternels? Dois-je esperer un miracle en ma faveur et puis-je 

me mettre en etat de voir certainement finir cette passion dont je 

ferais torte ma felicite ? 
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一一Vousavez deja eu plusieurs passions, vous en auriez encore; je 

ne ferais plus votre bonheur; je vous verrais pour une autre comme 

vous a uriez ete pour moi. J’en aurais une douleur mortelle et je ne 

serais pas meme assuree de n'avoir point le malheur de la jalousie ... 

il m’en est demeure une idee qui me fait croire que c’est le pl us grand 

de tous les maux. . (P. C., pp, 387-388) 

彼女の道徳的意識は夫の死の責任が彼と自分にあると言う，理性は，恋は持続

し得ないものだと判断する，そして彼女の心情までが嫉妬の記憶を生々しく思

い起こさせる。 Mmede Cl色vesの拒絶は彼女の全人格を表わす。との最終的決

断は小説全体を通じて準備されていた。無人格の存在から出発して，物語の進

行の中で序々にヒロインの人間形成が行なわれる，そしてこの情熱との苦闘の

中で作り上げられた人格の全てでもって，理性と生きてきた経験と心情に照ら

して，彼女は Nemoursを拒絶する。との romand’analyse はこの意味で

roman de formation1めというにふさわしいかもしれない。

結局， Mmede Clevesは「義務Jdevoirということで過去の恋を，「心の

平穏jreposというととで未来の恋を断ち切るが，実際は自分の理性でどうす

る乙ともできない， 自己把握を危くする一種狂暴なその力を恐れるが故に，情

熱そのものを断罪しているのだ。「私は恋のままに導かれはしますが， それで

盲目にはなりません。」＜｛Lespassions peuvent me conduire, mais elles 

ne sauraient m’aveugler. }> (P. C., p. 387）という言葉は「恋は自分を盲目

にしうる」と認めた時，初めて真実になったのだ。

世を捨て，社会との調和の努力から解放された時，奥方の内面のドラマば終

わる。彼女のこの決断を逃避と考えるのは当っていない。 Henrietteが孤独の

中でその危機を解決したように， Mmede Clevesは隠遁によって情熱に根こ

そぎにされた秩序の回復を図ったのである。そとに幸福の可能性を犠牲にして

も自分の深い存在を保護したいというむしろ前向きの姿勢を感じさせる。その

厳しさは情念の尉桶である社交界と折り合うととすら許さない。情熱も野心も
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なく「生きるだけで十分」＜｛C’estassez que dもtre｝＞という境地に達するこ

と，自己分析から解放される乙と，つまりは心情と理性の葛藤に終止符を打つ

乙と，それは Mmede Lafayette によって提案された自己に忠実な人間の一

つの生き方と言えよう。

こ乙に至るまでの奥方の心理は物語の中で展開するそれぞれの状況におい

て，作者の透徹した計算から割出された同じーっの公式に従って進む。そして

その度に作者は同じ間いを繰り返し問いかける。「人間は己を知りうるか， 己

を導きうるか」これは当時のモラリスト達の共通の問題意識であった。 Mme

de Lafayetteは一種の情熱的単調さで同じ問いを発しつつ，一つの人間観を

明示しようと努力しているように見える。乙こでは恋愛だけが問題なのではな

い。恋愛という最も生の感情がむき出しにされる一種の極限状態で間われた人

間の生き方に係わっているのだ。ペシミストな一つの解答をなす奥方の絶望的

な惑毘は LaRochefoucauldのマキシムを思い出させる：

L’homme croit se conduire lorsqu'il est conduit; et pendant que 

par son esprit il tend a un but, son creur l’entraine insensiblement 

a un autre. 11) 

しかしながら Mmede Lafayetteは彼と同じペシミスムには止どまらない，

彼女が Mmede Cl初出に用意した「約束された場所」がオネットム honnete

hommeとして生きる一つの可能性を示唆しているのだ。困難で，決して幸福

な解決策ではない可能性ではあるが・．．．．．

ホ
ホキ

「芸術は人生を正確に再構成する」＜｛L'artrecompose exactement la 

vie}>15）と述べた MarcelProust は「自分自身のうちに見い出した真実」

verites qu'on a atteintes en soi-memeを探求する乙とによって自分の生

きた生を構成し直した。心理分析の最高峰， Proustの乙の小説観，芸術観を
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最初の心理小説作家の創作態度に認めるのは彼女を買い被る乙とになるだろう

か。

20年間にわたる Mmede Lafayetteの執筆活動は一つの探求の手段であっ

た。彼女が直感的に抱いていた何かが初期短編で提出される，そしてメモワー

ノレ執筆を通じて観察された彼女の周囲の諸光景によって検証される，こうして

得た一つのヴィジョン一一あるいはペシミストな恋愛観と呼んでもいいだろう

一ーのもとに，彼女の生きた世界を再編成するととで構築されたのが laPrin-

cesse de Clevesである。乙の作品宇宙は彼女独自の人間観に貫かれた整然と

した美しさを備えている。現実から取材しながら現実を超えた世界を，彼女が

見い出した真実のまわりに凝結させる一一私が小説家 Mmede Lafayetteの

誕生を見るのはとういう姿勢lとであり，またそこに Proustにも共通する彼

女の近代性を認めるのである。
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